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１．2026年10月期第３四半期の連結業績（2025年11月１日～2026年７月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年10月期第３四半期 14,617 10.3 133 ― 103 ― 1,662 ―
2025年10月期第３四半期 13,250 △5.6 △221 ― △284 ― △407 ―

(注) 包括利益 2026年10月期第３四半期 1,676百万円( ―％) 2025年10月期第３四半期 △400百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年10月期第３四半期 106.47 65.54
2025年10月期第３四半期 △26.12 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年10月期第３四半期 17,425 2,323 13.0 8.58

2025年10月期 14,792 772 4.9 △91.91

(参考) 自己資本 2026年10月期第３四半期 2,265百万円 2025年10月期 728百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
2026年10月期 ― 0.00 ―
2026年10月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年10月期の連結業績予想（2025年11月１日～2026年10月31日）

通期業績予想につきましては、事業承継や株式譲渡等により、事業構成が大きく変化したことから、現時点におい

て合理的な算定が困難であるため、引き続き未定としております。今後、合理的な算定が可能となった段階で、速や

かに公表いたします。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 １社（社名） 株式会社明文堂

除外 １社（社名） 株式会社メソッドカイザー

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年10月期３Ｑ 16,214,400株 2025年10月期 16,214,400株

② 期末自己株式数 2026年10月期３Ｑ 603,480株 2025年10月期 603,480株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年10月期３Ｑ 15,610,920株 2025年10月期３Ｑ 15,610,920株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、決算短信(添付資料)４ページ「１．当四半期

決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照ください。



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

（Ａ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期期末 第２四半期期末 第３四半期期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 ― 3,967.12 ― 4,032.88 8,000.00

2026年10月期 ― 3,967.12 ―

2026年10月期（予想） ― 3,967.12

（注）上記Ａ種優先株式15,000株は、Ａ種優先株主より取得請求権が行使され、2026年８月31日付で3,000株を普通

株式を対価とし、12,000株を金銭を対価として取得し、同日付で全数を消却しております。

（Ｂ種優先株式）

１株当たり配当金

第１四半期期末 第２四半期期末 第３四半期期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 ― 495.89 ― 504.11 1,000.00

2026年10月期 ― 495.89 ―

2026年10月期（予想） 504.11 1,000.00

（注）１株当たり配当金は、円単位未満小数第３位まで計算しその小数第３位を四捨五入して表示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復が見られたも

のの、中東など海外情勢の緊迫化に加え、エネルギーや原材料価格の高止まりが続いており、景気の先行きは依然

として不透明な状況が続いております。

小売業界におきましても、物価上昇の継続により実質賃金の伸び悩みがみられるなか、個人消費はなお慎重な動

きとなっております。加えて、店舗運営にかかる人件費や物流費等も上昇しており、経営環境は厳しい状況が続い

ております。

このような状況のもと、当社グループは、2026年４月１日付で株式会社明文堂プランナーの書店事業９店舗を、

事業承継いたしました。また、2026年６月26日付で株式会社メソッドカイザーの全株式を譲渡いたしました。これ

により、明文堂は当中間期より連結子会社に含めており、メソッドカイザーは７月から連結対象から除外しており

ます。

中期経営計画（2024/10月期～2026/10月期）の最終年度として、読書という“人”にとってかけがえのない文化

を未来へつなぐ書店創りを目指し、読書と触れ合う機会を創出するオリジナル企画や施策を強化するとともに、書

籍を中心とした事業展開、新規商品・企画の導入、売場改装を推進し、複合書店としての価値向上に取り組みまし

た。

2026年４月１日付で吸収分割により事業承継した株式会社明文堂の業績が寄与し、グループ全体の売上を牽引い

たしました。加えて、買取大吉やふるいちトップブックス等の新規事業の積極的な導入、既存店舗における各種施

策の展開や店舗改装等の取り組みが着実に成果を上げたことに加え、既存子会社の増収も寄与し、グループ全体で

増収を達成いたしました。

利益におきましても、新規事業の導入による店舗の収益構造の見直しを図るとともに、店舗運営オペレーション

の効率化を推進したことで人件費増を吸収いたしました。さらに、資産の効率化や吸収分割による事業の承継に伴

う特別利益の計上などにより、グループ全体において増益となりました。

取り組みの中心となります書籍におきましては、品揃えを拡充し、オリジナル企画やフェアを不断なく展開、本

を通じた豊かな時間を提案するとともに、中でも“本を贈ること”の提案を強化いたしました。本を贈る取り組み

は、単なるプレゼントにとどまらず、相手を思う気持ちを届け、新たなコミュニケーションや共通の話題を生み出

すことで、本と人を繋ぐきっかけ創りになると考えております。また、ＥＣ販売も、安定的に一定の売上水準を維

持し、リアルとネットの共創により売上を創出いたしました。

さらに、複合書店の強みを活かして来店動機や滞在価値を創出するため、書籍×○○の掛け合わせによる相乗効

果の最大化を推進しております。定番商品の品揃えを強化するとともに、全国のお取り寄せグルメや人気ファッシ

ョンアイテムの導入、人気通販ショップの店頭販売施策や観光地物産展の展開、その他新たな発見や感動体験を提

供する多種多様なＰＯＰＵＰショップ等を戦略的に展開した結果、特撰雑貨文具は前年同期比106.2％と好調に推移

いたしました。

2026年５月６日に蔦屋書店佐渡佐和田店（新潟県）に、６月６日に蔦屋書店伊勢崎茂呂店（群馬県）にそれぞれ

ふるいちトップブックスをオープンいたしました。また、当中間期までに岩手県と新潟県の店舗に導入しました２

店舗に加え、６月10日に蔦屋書店佐渡佐和田店（新潟県）に、６月30日に明文堂書店小松ツリーズ（石川県）にそ

れぞれ買取大吉をオープンいたしました。併せて、クレーンゲームなどのアミューズメントとの掛け合わせによる

書店と体験の融合も展開を拡大いたしました。今後も、日常を豊かにし、非日常の発見を提供するオリジナリティ

溢れる複合書店を構築するため、新たな価値を付加する事業の導入やテナント展開を加速してまいります。

なお、明文堂書店小松ツリーズは、４月１日に事業承継しました店舗の改装第１号店目となり、２日間の休店期

間中に当社の複合書店の強みを活かす大型改装を行い、新規商品・事業を導入して、リニューアルオープンいたし

ました。引き続き、既存店舗及び事業承継しました北陸エリア店舗の改装もさらに推進してまいります。

また、グループ子会社でありますスポーツ関連事業、訪問看護事業、ゲーム・トレカ販売事業、飲食事業につき

ましては、連結売上高と利益に寄与いたしました。グループビジョンであります「ＭＡＫＥ ＬＩＦＥＶＡＬＵ

Ｅ．」のもと、蔦屋書店事業を軸とした各子会社との連携を強化しております。

当第３四半期の店舗状況におきましては、蔦屋書店県央店（新潟県）と蔦屋書店滑川店（埼玉県）の２店舗が営

業を終了し、単体の店舗数は42店舗となりました。また、グループ子会社におきましては、ふるいちトップブック

スを蔦屋書店佐渡佐和田店（新潟県）及び蔦屋書店伊勢崎茂呂店（群馬県）店内にそれぞれ出店いたしました。一
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方で、蔦屋書店滑川店の閉店に伴いふるいちトップブックス１店舗が営業を終了したほか、株式譲渡に伴いメソッ

ドカイザーが運営する24店舗が連結対象から除外された結果、グループ全体の店舗数は82店舗（2026年７月31日時

点）となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高14,617百万円（前年同期比110.3%）、営業利益133百万

円（前年同四半期営業損失221百万円）、経常利益103百万円（前年同四半期経常損失284百万円）、親会社株主に帰

属する四半期純利益1,662百万円（前年同四半期親会社株主に帰属する四半期純損失407百万円）と大幅な増収増益

を達成いたしました。

売上高は、新たに連結子会社となりました明文堂の業績が貢献、加えて子会社全社におきましても前年を上回り、

グループ全体で増収となりました。主軸であります書籍や特撰雑貨文具は、当社の取り組みによる効果により、好

調に推移いたしました。利益は、人件費の上昇や閉店関連費用の増加が見られたものの、新規事業の収益化が進む

とともに、全社的なコスト管理の徹底による販管費の抑制に努めた結果、収益改善が進み、明文堂の業績寄与によ

る利益上乗せもあり、増益となりました。

売上・利益の増減要因

売上面につきましては、店舗数の減少による影響等もありましたが、新しく連結子会社となった株式会社明文堂

を蔦屋書店事業に含めたこと等により、当社グループの主軸である蔦屋書店事業全体の売上高は13,107百万円（前

年同期比110.5％）と増収となりました。

利益面につきましては、人件費の上昇や閉店関連費用の増加が見られたものの、新規事業の収益化が進むととも

に、全社的なコスト管理の徹底による販管費の抑制に努めた結果、収益改善が進み、明文堂の業績寄与による利益

上乗せもあり、営業利益133百万円（前年同四半期 営業損失221百万円）、経常利益103百万円（前年同四半期 経常

損失284百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,662百万円（前年同四半期 親会社株主に帰属する四半期純

損失407百万円）と大幅な増益となりました。

セグメントの状況は、次のとおりです。

①蔦屋書店事業

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高13,107百万円（前年同期比110.5%）、セグメント損

失は28百万円（前年同四半期 セグメント損失344百万円）となりました。

主力商品の売上高は、書籍7,964百万円（前年同期比105.3%）、特撰雑貨・文具2,398百万円（前年同期比

106.2%）、レンタル324百万円（前年同期比85.7%）、賃貸不動産収入424百万円（前年同期比116.9%）、販売用ＣＤ

247百万円（前年同期比176.1%）、ゲーム・リサイクル159百万円（前年同期比124.8%）、販売用ＤＶＤ67百万円

（前年同期比75.5%）となりました。

②ゲーム・トレーディングカード事業

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高471百万円（前年同期比126.2%）、セグメント利益

62百万円（前年同期比210.6％）となりました。

③スポーツ関連事業

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高202百万円（前年同期比100.5%）、セグメント利益

５百万円（前年同期比29.6%）となりました。

④訪問看護事業

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高167百万円（前年同期比109.3%）、セグメント利益

16百万円（前年同期比102.2%）となりました。

⑤飲食事業

当セグメントの当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高886百万円（前年同期比100.3%）、セグメント利益47

百万円（前年同期比154.4％）となりました。
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なお、2026年６月26日付にて、株式会社メソッドカイザーの全株式を譲渡し、2026年７月より当社の連結対象か

ら除外されました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

総資産につきましては、前連結会計年度末比2,632百万円増加し、17,425百万円となりました。これは主に、現金

及び預金が670百万円、商品が1,346百万円、未収入金が576百万円それぞれ増加した結果、流動資産が2,773百万円

増加し、また、建物及び構築物が633百万円、敷金及び保証金が102百万円それぞれ増加、のれんが97百万円減少し

た結果、固定資産が140百万円減少したことによるものです。

負債につきましては、前連結会計年度末比1,082百万円増加し、15,102百万円となりました。これは主に、買掛金

が1,588百万円増加した一方で、短期借入金が400百万円、１年内返済予定の長期借入金を含む長期借入金が551百万

円それぞれ減少したことによるものです。

純資産につきましては、前連結会計年度末比1,550百万円増加し、2,323百万円となりました。剰余金の配当を62

百万円実施したこと、及び親会社株主に帰属する四半期純利益を1,662百万円計上したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年10月期の通期業績予想につきましては、事業承継や株式譲渡等により、事業構成が大きく変化したことか

ら、現時点において合理的な算定が困難であるため、引き続き未定としております。今後、合理的な算定が可能と

なった段階で、速やかに公表いたします。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

第2四半期連結会計期間より、株式会社明文堂を新たに設立したため、同社を連結の範囲に含めております。

また、当社の連結子会社でありました株式会社メソッドカイザーは、2026年６月26日付で全株式を譲渡しており、

2026年７月より当社の連結対象から除外されております。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,204,764 1,875,098

売掛金 478,881 605,075

商品 6,248,794 7,595,059

前払費用 211,302 239,216

未収入金 132,733 709,494

その他 7,000 32,960

貸倒引当金 △404 △404

流動資産合計 8,283,073 11,056,501

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,134,358 1,768,285

土地 1,397,949 620,412

リース資産（純額） 1,686,176 1,526,577

その他（純額） 187,144 262,356

有形固定資産合計 4,405,629 4,177,632

無形固定資産

のれん 97,040 ―

借地権 ― 31,600

その他 18,058 22,786

無形固定資産合計 115,099 54,386

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,863,115 1,965,592

その他 125,626 171,308

投資その他の資産合計 1,988,741 2,136,900

固定資産合計 6,509,470 6,368,919

資産合計 14,792,543 17,425,421
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2026年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,422,581 5,011,263

短期借入金 4,800,000 4,400,000

1年内返済予定の長期借入金 534,305 494,727

リース債務 348,082 332,023

未払法人税等 46,345 83,475

賞与引当金 20,000 10,000

未払金 449,307 650,215

資産除去債務 5,088 1,565

株主優待引当金 7,500 ―

その他 368,320 417,813

流動負債合計 10,001,531 11,401,083

固定負債

長期借入金 1,075,128 563,482

リース債務 2,382,797 2,126,184

繰延税金負債 ― 351,569

資産除去債務 212,603 264,596

長期前受収益 158 ―

退職給付に係る負債 28,321 25,710

役員退職慰労引当金 62,941 62,941

長期未払金 16,906 32,718

長期預り敷金保証金 239,412 273,756

固定負債合計 4,018,269 3,700,958

負債合計 14,019,801 15,102,042

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 3,989,646 3,863,646

利益剰余金 △3,092,774 △1,430,653

自己株式 △270,027 △270,027

株主資本合計 726,844 2,262,965

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,047 2,661

その他の包括利益累計額合計 2,047 2,661

新株予約権 8,249 8,249

非支配株主持分 35,600 49,502

純資産合計 772,742 2,323,379

負債純資産合計 14,792,543 17,425,421
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年11月１日
至 2025年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年７月31日)

売上高 13,250,899 14,617,554

売上原価 8,614,511 9,350,124

売上総利益 4,636,387 5,267,429

販売費及び一般管理費 4,857,777 5,133,698

営業利益又は営業損失（△） △221,390 133,731

営業外収益

受取利息 4,501 4,197

協賛金収入 11,673 33,900

原子力立地給付金 3,032 3,540

その他 14,633 31,334

営業外収益合計 33,840 72,972

営業外費用

支払利息 94,626 101,738

その他 2,146 1,152

営業外費用合計 96,772 102,890

経常利益又は経常損失（△） △284,322 103,813

特別利益

固定資産売却益 ― 442,617

関係会社株式売却益 ― 499,556

負ののれん発生益 ― 743,615

特別利益合計 ― 1,685,789

特別損失

減損損失 ― 56,267

固定資産処分損 7,052 364

リース解約損 75,702 1,883

保険解約損 4,728 ―

特別損失合計 87,483 58,515

税金等調整前四半期純利益又は
税金等調整前四半期純損失（△）

△371,805 1,731,087

法人税、住民税及び事業税 27,899 93,163

法人税等調整額 ― △38,099

法人税等合計 27,899 55,064

四半期純利益又は四半期純損失（△） △399,705 1,676,022

非支配株主に帰属する四半期純利益 8,065 13,901

親会社株主に帰属する四半期純利益又は
親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

△407,771 1,662,121
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年11月１日
至 2025年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年７月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △399,705 1,676,022

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △623 613

その他の包括利益合計 △623 613

四半期包括利益 △400,328 1,676,636

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △408,394 1,662,735

非支配株主に係る四半期包括利益 8,065 13,901
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

連結範囲の重要な変更

第２四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社明文堂を連結の範囲に含めております。

なお、株式会社明文堂は、2026年４月1日付で、株式会社明文堂プランナーより、明文堂プランナーが運営す

る書籍・文具販売を中心とした書店運営事業を、会社分割（吸収分割）の方法により承継しております。詳細

は「注記事項（企業結合等関係）」に記載しております。

また、当社の連結子会社でありました株式会社メソッドカイザーは、2026年６月26日付で全株式を譲渡して

おり、2026年７月より当社の連結範囲から除外されております。

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

（企業結合等関係）

(取得による企業結合)

当社は、2026年２月19日開催の取締役会において、株式会社明文堂プランナー（以下、「明文堂プランナー」

といいます。）を分割会社とし、新たに当社の子会社として設立する株式会社明文堂（以下、「明文堂」といい

ます。）を承継会社とする会社分割（吸収分割）の方法により、明文堂プランナーが運営する書籍・文具販売を

中心とした書店運営事業（以下、「対象事業」といいます。）を承継することを決議し、2026年４月１日付で対

象事業の承継いたしました。

1. 企業結合の概要

(1) 事業承継元の企業の名称及び承継した事業の内容

事業承継元の企業の名称 株式会社明文堂プランナー

承継した事業の内容 書籍・文具販売を中心とした書店運営事業

(2) 企業結合を行った主な理由

当社は、創業以来、書籍を中心とした複合書店を展開しております。地域のお客様へ読書に触れ合う機会を

提供するとともに、感動体験や自己発見できる場所を創ることで、「日常的エンターテイメントの提供」によ

る企業価値向上を目指しております。「持続可能な書店創り」の方針のもと、読書という“人”にとってかけ

がえのない文化を承継し、かつ書店業界の事業承継問題に子会社との連携も強化し、取り組んでおります。

一方、明文堂プランナーは、書籍を中心とした複合書店「明文堂書店」を富山県、石川県、埼玉県に10店舖

を展開しておりました。

当社及び明文堂プランナーは、それぞれの出店地域において複合書店を展開してまいりましたが、本吸収分

割により、事業規模の拡大、双方の運営ノウハウの共有、共同仕入によるスケールメリットの追求、間接部門

の効率化が、「持続可能な書店創り」の中長期的な取り組みにさらに寄与するものと判断しております。

本件においては、明文堂プランナーが展開する店舗のうち、収益性、成長性などの観点から石川県、富山県、

埼玉県の9店舗と外商部の事業を承継することとしており、書籍や書籍以外の商品・サービス・テナント等につ

いて、当社が奏功している取り組みを導入、併せて運営効率化の見直しも実施することにより、更に収益改善

ができるものと判断しております。
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当社は、本取引をはじめとする諸施策を通じて、2024年3月に経済産業省主導で立ち上げられました「書店振

興プロジェクト」における書店業界の役割として、中期経営計画の方針にも掲げております「持続可能な書店

創り」の成長戦略を、一層推し進めてまいります。

(3) 企業結合日

2026年４月１日

(4) 企業結合の法的形式

明文堂プランナーを分割会社とし、新たに当社の子会社として設立する明文堂を承継会社とする分社型吸収

分割

2. 四半期連結財務諸表に含まれる取得した事業の業績の期間

2026年４月１日から2026年７月31日

3. 取得した事業の原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 明文堂の普通株式1株 0千円

取得原価 0千円

4. 主要な取得関連費用の内容及び金額

現時点では確定しておりません。

5. 負ののれん発生益の金額及び発生原因

(1) 負ののれん発生益の金額

743,615千円

(2) 発生原因

企業結合時における時価純資産が取得原価を上回ったため、その差額を負ののれん発生益として計上してお

ります。

6. 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

流動資産 473,210千円

固定資産 1,446,456千円

資産合計 1,919,666千円

流動負債 192,328千円

固定負債 983,723千円

負債合計 1,176,051千円

7. 取得原価の配分

当四半期連結会計期間末において、企業結合日における識別可能な資産及び負債の特定並びに時価の算定が

未了であり、取得原価の配分が完了していないため、その時点で入手可能な合理的情報に基づき暫定的な会計

処理を行っております。
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（重要な後発事象）

（Ａ種優先株式の一部転換及び一部取得並びに消却）

当社は、2026年８月25日付の取締役会書面決議において、当社が発行するＡ種優先株式について、Ａ種優先

株主による取得請求権行使に伴い、Ａ種優先株式15,000株のうち、3,000株を普通株式を対価として、12,000株

を金銭を対価として取得し、会社法第178条の規定に基づき、当該株式の全てを消却すること決議し、2026年８

月31日付でＡ種優先株式15,000株を取得し、同日、取得したＡ種優先株式全てを消却いたしました。

1．取得及び消却の理由

Ａ種優先株式に係る将来にわたる優先配当負担を解消するとともに、その一部を普通株式へ転換することで

一定の自己資本を維持し、財務基盤の安定性と資本効率の向上を両立しながら、今後の成長投資及び株主還元

を含む、より機動的な資本政策の実行につなげるものです。

2．転換の内容

①取得株式の種類 株式会社トップカルチャー Ａ種優先株式

②取得請求権行使日 2026年８月31日

③取得するＡ種優先株式数 3,000株

④転換により増加する普通株式数 1,758,152株

⑤増加後の発行済み普通株式総数 17,972,552株

※転換とは取得請求権付株式である優先株式の取得と引換えに普通株式を交付することをいいます。

3．取得の内容

①取得株式の種類 株式会社トップカルチャー Ａ種優先株式

②取得請求権行使日 2026年８月31日

③取得するＡ種優先株式数 12,000株

④株式の取得価額の総額 1,230,707,040円

⑤取得先
株式会社日本政策投資銀行
株式会社ＤａＩ

3．消却の内容

①消却対象株式の種類 株式会社トップカルチャー Ａ種優先株式

②消却株式数 15,000株

③消却日 2026年８月31日
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年11月１日 至 2025年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

蔦屋書店
事業

ゲーム・

トレーディング

カード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

売上高

外部顧客に
対する売上高

11,669,836 373,486 170,953 153,433 883,190 13,250,899 ― 13,250,899

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

191,827 ― 30,563 ― ― 222,391 △222,391 ―

計 11,861,663 373,486 201,516 153,433 883,190 13,473,290 △222,391 13,250,899

セグメント利益
又は損失（△）

△344,521 29,863 18,363 16,012 30,617 △249,665 28,275 △221,390

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去です。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年11月１日 至 2026年７月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

蔦屋書店
事業

ゲーム・

トレーディング

カード事業

スポーツ
関連事業

訪問看護
事業

飲食事業

売上高

外部顧客に
対する売上高

12,921,379 471,362 170,893 167,753 886,166 14,617,554 ― 14,617,554

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

185,865 ― 31,563 ― ― 217,429 △217,429 ―

計 13,107,245 471,362 202,457 167,753 886,166 14,834,984 △217,429 14,617,554

セグメント利益
又は損失（△）

△28,351 62,886 5,433 16,370 47,272 103,611 30,120 133,731

(注) １ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去です。

２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ 株式会社明文堂を第2四半期連結会計期間より連結の範囲に含めたことに伴い、「蔦屋書店事業」に含めて

表示しております。

また、飲食事業の株式会社メソッドカイザーは、2026年6月26日付で全株式を譲渡し、2026年７月より当社

の連結対象から除外されております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれんの発生益）

蔦屋書店事業セグメントにおいて、第2四半期連結会計期間に株式会社明文堂プランナーを分割会社とし、新

たに当社の子会社として設立した株式会社明文堂を承継会社とする吸収分割により、書籍・文具販売を中心と

した書店運営事業を承継したことに伴い、負ののれん発生益743,615千円を特別利益として計上しております。
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（固定資産に係る重要な減損損失）

蔦屋書店事業セグメントにおいて、固定資産の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額

は、当第3四半期連結累計期間において56,267千円であります。

（のれんの金額の重要な変動)

飲食事業の株式会社メソッドカイザーは、2026年6月26付で全株式を譲渡し、2026年７月より当社の連結対象

から除外されております。当該事象によるのれんの減少額は、飲食事業セグメントにおいて、51,166千円であ

ります。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３

四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年11月１日
至 2025年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年７月31日)

減価償却費 322,017千円 350,432千円

のれんの償却額 15,879千円 14,114千円
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

商品別販売状況

区 分

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年11月１日
至 2025年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年11月１日
至 2026年７月31日)

売上高
(千円)

構成比
(％)

売上高
(千円)

構成比
(％)

蔦屋書店事業

書籍 7,567,638 56.2 7,964,993 53.7

特撰雑貨・文具 2,259,029 16.8 2,398,178 16.2

賃貸不動産収入 362,787 2.7 424,211 2.8

レンタル 378,453 2.8 324,168 2.2

販売用ＣＤ 140,669 1.0 247,758 1.7

ゲーム・リサイクル 127,417 0.9 159,003 1.0

販売用ＤＶＤ 89,269 0.7 67,409 0.4

その他 744,570 5.5 1,335,656 9.0

セグメント間の
内部売上高又は振替高

191,827 1.4 185,865 1.3

計 11,861,663 88.0 13,107,245 88.3

ゲーム・
トレーディング

カード事業

外部顧客に対する売上高 373,486 2.8 471,362 3.2

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ―

計 373,486 2.8 471,362 3.2

スポーツ関連
事業

外部顧客に対する売上高 170,953 1.3 170,893 1.2

セグメント間の
内部売上高又は振替高

30,563 0.2 31,563 0.2

計 201,516 1.5 202,457 1.4

訪問看護事業

外部顧客に対する売上高 153,433 1.1 167,753 1.1

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ―

計 153,433 1.1 167,753 1.1

飲食事業

外部顧客に対する売上高 883,190 6.6 886,166 6.0

セグメント間の
内部売上高又は振替高

― ― ― ―

計 883,190 6.6 886,166 6.0

合計 13,473,290 100.0 14,834,984 100.0

（注）１ セグメント間の内部取引高を含めて表示しております。

２ 蔦屋書店事業の「その他」は、図書カード、買取大吉、アミューズ関連の販売手数料、ガシャポン他であり

ます。

３ 当第３四半期連結累計期間の蔦屋書店事業に、2026年４月からの株式会社明文堂の売上高を含めておりま

す。

４ 飲食事業の株式会社メソッドカイザーは、2026年6月26付で全株式を譲渡し、2026年７月より当社の連結対

象から除外されております。


